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ADMIEXCO(ｱﾄﾞﾐｴｸｽｺ)エンジン設計株式会社 概要 

【業務内容】 小型分散型排熱回収スターリングエンジン発電機の開発 

 小型分散型ゴミ・バイオマス燃焼スターリングエンジン発電機の開発 

 
7.5kw 発電出力スターリングエンジン試作機 

 
スターリングエンジン主要な気密鋳造部 

 

【事業所】 〒305-0047 つくば市千現 2-1-6 つくば研究支援センター創業プラザ 104 

 

       つくば研究支援センター全景（JAXA つくば宇宙センター隣） 

【設立・資本金】2014 年 3 月設立，資本金 900 万円 

【スタッフ】 ３名（募集中） 

【代表者略歴】代表取締役 宮内 正裕 

 1964 茨城県東茨城郡玉里村 生まれ，1969～ 東茨城郡小川町(現小美玉市) 

 1992 東京大学大学院 工学系研究科 舶用機械工学専攻(修士) 修了 

 1992-1999 山形大学工学部 文部教官（超伝導，極低温冷却，鳥人間ｺﾝﾃｽﾄ顧問など） 

 1999 山形大学退職，フリーエンジニア（ﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ排熱回収機器の企画・開発） 

 2001-2005 日揮，日本工営，新日本石油等と嘱託契約 

 2004-2008 ダイナエアー(株)設立，排熱利用湿式デシカント空調機の開発・販売 

 2008-2010 (株)ECOM，工業炉用排熱回収バーナ，スターリングエンジンの要素開発 

 2010-2014 MDI(株)，排熱回収熱交換器，排熱利用スターリングエンジン開発・試作 

 2014 年 3 月 ADMIEXCO ｴﾝｼﾞﾝ設計(株)設立，つくば研究支援センター創業プラザ入居 
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【事業紹介・商材】 

１）7.5kw スターリングエンジン発電機（試作中，価格応相談，2014 年 8 月～予約受付）の

開発と試作機販売 

 

試作 7.5kw スターリングエンジン発電機の外形寸法と概略仕様．熱交換器(加熱器)を燃焼炉

中に差込み，火炎を当てて使用する．世界初の「循環流式」スターリングエンジン実用機で，

排熱回収率は在来「往復流」式の約 1.8 倍．水平対向４気筒，同軸Γ型． 

 
発電出力 7.5kw スターリングエンジン各部説明図 
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２）オンサイト廃棄物バイオマス燃焼スターリング機関（発電＋温水供給，試作予定） 

 

廃棄系バイオマス燃焼発電実験プラント(試作)，最大焼却量 1000 ㎏/日，7.5kw 発電出力 

 

燃焼炉内の説明図．初段：ロータリーキルン(予熱・乾燥・粉砕・炭化)，２段：流動床炉(800℃

以上高温燃焼)の構成により小形燃焼器でも安定したダイオキシン対策燃焼が可能． スター

リング機関は同燃焼器に合わせた熱交換器設計が必要になる．流動床炉は炉の底部に砂層と

熱風を噴出す散気管があり，熱風で噴上がる砂の中でクリーン燃焼させる方式の炉． 

E- 140

etc

ADMIEXCO Engine Design Corp.
7.5kw Biomass Stirling Engine

7.5kw IPM
Generator

Jul. 20, 2014  by M. Miyauchi
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【海外市場と活動】 

廃棄物バイオマス発電は夜間や雨天・曇天・無風でも計画通りに発電できる再生可能エネ

ルギーゆえ，離島や途上国の無電化地域等に対するオンサイト電源として有効とされ，弊社

もインドネシアにおける JICA の活動に協力している．こうした地域では廃棄物の収集処理

が未整備の場合が多く，廃棄物処理の意味でも当システムは期待されている． 

  
JICA-ODA 協力，インドネシア無電化地域の(ゴミ)バイオマス利用小型分散発電案件．写真

左（赤色矢印）は JICA の実証試験を行ったインドネシア，ヌサトンガラ郡フローレス島マウ

メレ地域．同国は経済発展著しいが地域格差も激しく無電化地域も多い．写真右は日本から

持込んだスターリングエンジン(ST-5，出力 3kw)．東日本大震災被災地でも使用した物． 

【市場予想】 

2014～2015 年にかけてプロトタイプ

出荷にて少量生産販売の体制をとり，実証

を重ねたのち，2016 年以降，製造・販売

ライセンスを複数社に供与して，量産・販

売体制に変わる． 

量産３年後，発電容量で年間 9,000kW 

(2018 年度末)，そして 2020 年度末には同

24,000kW を目指す．太陽光発電の容量に

比べて 2 桁小さい目標だが，確実な需要に

応えていく．  

【協力工場】 (株)伸栄工業，(株)前島工業所，(株)栗田アルミ，その他 

【共同研究】 東京大学大学院 生産技術研究所 鹿園直毅研究室，加藤千幸研究室 

 筑波大学大学院 システム情報工学科 阿部豊研究室 

【お問合せ・連絡先】 

ADMIEXCO( ) ( ) ADMIEXCO Engine Design Corp. 

       E- mail: massa.miyauchi@admiexco.com 

305- 0047 2- 1- 6 104 

TEL. 029- 879- 5780, FAX. 029- 879- 5784, URL http:// admiexco.com  ( ) 
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